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〈2014（平成26）年度　実施概要〉

【対象】　選手は、所属する選手団の国籍を有する満18歳以下の高校生とする。

〈実施競技及び人数構成〉

2015（平成27）年 第23回競技会開催地 ： 韓国
2016（平成28）年 第24回競技会開催地 ： 中国・浙江省

 はじめに
日・韓・中ジュニア交流競技会は、アジア近隣諸国との青少年スポーツ交流を
促進し、これを通じて相互理解を深め、競技力向上に資するため、1993（平成5）
年より日本・韓国・中国による持ち回りで開催されています。
参加選手は、日本・韓国・中国と開催地選抜の4チームからなり、高校生世代

では珍しい複数競技による国際的な競技会として発展してきました。
日本選手団は、各競技とも国内競技大会で好成績を収めている高校生世代
のトップレベルの選手を中心として編成され、同年代の韓国・中国選手団と毎年
熱戦を繰り広げています。
この競技会に参加した選手が、後にオリンピックやその他の国際競技大会で
活躍している実例もあり、日本の競技力向上に大きな役割を果たしています。

【日・韓高校交歓競技会】
1968（昭和43）年から1976（昭和51）年まで、日本（東京）と韓国（ソウル）

で交互に開催されました。1977（昭和52）年以後は、両国の各競技団体間で
競技別に交流を続けてきました。
【日・韓ジュニア交流競技会】
日・韓高校交歓競技会を引き継ぐ形で、1981年（昭和56年）に第1回競技会
が東京都と神奈川県で開催されました。以来、日韓交互に開催し、1992年
（平成4年）まで行われました。
【日・中ジュニア交流競技会】
1982（昭和57）年に第1回競技会が千葉県で開催されました。以後、日中
交互に開催し、1992（平成4）年までに通算11回実施されました。

1992（平成4）年8月に韓国・中国間の国交が正式に樹立されたことを受けて、
両国と交流競技会を開催していた日本は、韓国・中国との3カ国によるジュニア交流
競技会の開催を提案しました。同年12月、3ヵ国の代表（日本体育協会、大韓
体育会、中華全国体育総会）が東京にて会議を行い、開催に合意しました。
このジュニア交流競技会は、3ヵ国の持ち回りで開催することになり、翌1993

（平成5）年に第1回日・韓・中ジュニア交流競技会が福島県で開催されました。
第1回から第6回競技会までの実施競技は9競技で、日本と韓国はいずれの
競技会も全ての競技に参加していました。中国は第5回競技会まで必ずしも
全ての競技に参加していたわけではなく、第6回競技会より全ての競技に参加
することとなりました。
広島県にて開催された第7回競技会からは、バレーボールを加えた全１０競技と

なりました。また、「2002年日中韓国民交流年」記念事業として熊本県で開催
された第10回競技会からは、ウエイトリフティング競技を加えた全11競技で実施
されています。

競技 陸上競技 サッカー テニス バレー
ボール

バスケット
ボール

ウエイト
リフティング

ハンド
ボール

ソフト
テニス 卓球 バドミントン ラグビー

フットボール 本部役員 合計

人数 25 21 11 29 29 20 33 15 13 15 25 8 244

事業名 開催地 実施期日

第22回日・韓・中ジュニア交流競技会 岩手県 8月23日(土) ～ 8月29日(金)　7日間

 第22回競技会開催概要

 競技会の前身

 開催経緯



日･韓･中ジュニア交流競技会　過去競技会開催一覧
回 数 開催年 開催国 開催期日 参加選手団及び人数 実施競技

第 1 回 1993 年
平成 5 年

日 本 
福 島 県

8 月 25 日～ 
8 月 30 日

日 本 182 中 国 79

＜ 9 競技 ＞

1．陸上競技（男女） 

2．サッカー（男） 

3．テニス（男女） 

4．バスケットボール（男女） 

5．ハンドボール（男女） 

6．ソフトテニス（男女） 

7．卓球（男女） 

8．バドミントン（男女） 

9．ラグビーフットボール（男）

韓 国 184 福 島 県 202
合計　647

第 2 回
1994 年
平成 6 年

韓 国 
済 州 道

8 月 25 日～ 
8 月 30 日

日 本 182 中 国 103
韓 国 185 済 州 道 166

合計　636

第 3 回
1995 年
平成 7 年

中 国 
唐 山 市

8 月 25 日～ 
8 月 30 日

日 本 183 中 国 195
韓 国 186 唐 山 市 93
近隣諸国 154

合計　811

第 4 回
1996 年
平成 8 年

日 本 
長 崎 県

8 月 25 日～ 
8 月 30 日

日 本 183 中 国 142
韓 国 191 長 崎 県 206

合計　722

第 5 回
1997 年
平成 9 年

韓 国 
忠 州 市

8 月 25 日～ 
8 月 30 日

日 本 181 中 国 82
韓 国 185 忠清北道 169

合計　617

第 6 回
1998 年

平成 10 年
中 国 
石 家 庄 市

8 月 25 日～ 
8 月 30 日

日 本 194 中 国 201
韓 国 199 河 北 省 108

合計　702

第 7 回
1999 年

平成 11 年
日 本 
広 島 県

8 月 25 日～ 
8 月 30 日

日 本 213 中 国 215

＜ 10 競技 ＞※1

 

上記 9 競技 
　　＋ 
バレーボール（男女）

韓 国 214 広 島 県 238
合計　880

第 8 回
2000 年

平成 12 年
韓 国 
全 州 市

8 月 23 日～ 
   8 月 29 日※2

日 本 211 中 国 201
韓 国 216 全羅北道 193

合計　821

第 9 回
2001 年

平成 13 年
中 国 
瀋 陽 市

8 月 23 日～ 
8 月 29 日

日 本 230 中 国 216
韓 国 214 瀋 陽 市 150

合計　810

第 10 回
2002 年

平成 14 年
日 本 
熊 本 県

8 月 23 日～ 
8 月 29 日

日 本 230 中 国 226

＜ 11 競技 ＞※3

 
上記 10 競技 
　　 ＋
ウエイトリフティング（男女）

韓 国 230 熊 本 県 249
合計　935

第 11 回
2003 年

平成 15 年
韓 国 
済 州 道

8 月 23 日～ 
8 月 29 日

日 本 236 中 国 245
韓 国 243 済 州 道 208

合計　932

第 12 回
2004 年

平成 16 年
中 国 
長 春 市

8 月 23 日～ 
8 月 29 日

日 本 239 中 国 242
韓 国 234 長 春 市 153

合計　868

第 13 回
2005 年

平成 17 年
日 本 
北 海 道

8 月 23 日～ 
8 月 29 日

日 本 241 中 国 242
韓 国 239 北 海 道 290

合計　1012

第 14 回
2006 年

平成 18 年
韓 国 
大 邱 広 域 市

8 月 23 日～ 
8 月 29 日

日 本 252 中 国 249
韓 国 235 大 邱 市 206

合計　942

第 15 回
2007 年

平成 19 年
中 国 
桂 林 市

8 月 23 日～ 
8 月 29 日

日 本 252 中 国 246
韓 国 240 広西桂林 155

合計　893

第 16 回
2008 年

平成 20 年
日 本 
千 葉 県

8 月 23 日～ 
8 月 29 日

日 本 254 中 国 240
韓 国 238 千 葉 県 231

合計　963

第 17 回
2009 年

平成 21 年
韓 国 
木 浦 市

8 月 23 日～ 
8 月 29 日

日 本 246 中 国 247
韓 国 239 全羅南道 220

合計　952

第 18 回
2010 年

平成 22 年
中 国 
鄭 州 市

8 月 23 日～ 
8 月 29 日

日 本 257 中 国 251
韓 国 238 河南鄭州 154

合計　900

第 19 回
2011 年

平成 23 年
日 本 
愛 知 県

8 月 22 日～ 
8 月 28 日

日 本 261 中 国 239
韓 国 247 愛 知 県 235

合計　982

第 20 回
2012 年

平成 24 年
韓 国
光 州 広 域 市

8 月 23 日～ 
8 月 29 日

日 本 254 中 国 253
韓 国 238 光 州 市 218

合計　963

第 21 回
2013 年

平成 25 年
中 国
維 坊 市

8 月 23 日～ 
8 月 29 日

日 本 257 中 国 249
韓 国 244 維 坊 市 234

合計　984
＜備考＞各国選手団人数は視察員・帯同コーチ等を含む
※ 1　バレーボールは日本（広島）の希望により、第 7 回競技会から実施。競技数が 10 競技となった。
※ 2　開催期日は、3 カ国の同意に基づき、第 8 回競技会から 8 月 23 日から 29 日の 7 日間で実施。（第 1 日は到着のみとし、期間を 1 日延長）
※ 3　ウエイトリフティングは日本の希望により、第 10 回競技会から実施。競技数が 11 競技となった。




